
介護支援専門員の皆さんが
認定調査で口の問題を
見逃さないポイント
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餌取恵美



そもそも口の中はどうなっているの・・
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高齢者に多く見られる病気
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狭心症 脳梗塞

心筋梗塞 認知症

心不全 くも膜下出血

高血圧 パーキンソン病

不整脈 関節リウマチ

慢性腎不全 糖尿病

肺炎 ガン



口の汚れが全身疾患の原因に
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虫歯や歯周病予防だけでなく、心疾患や脳血管疾患予防
更には糖尿病の悪化予防や誤嚥性肺炎などの全身疾患
予防のためにも衛生的なお口の維持が求められる

また虫歯や歯周病で歯を喪失したり、咀嚼の機能の 加齢
的な変化や唾液分泌不全などが低栄養の原因となり衰弱
のきっかけとなりうる



1位 悪性新生物（ガン） 2位心疾患 3位肺炎
4位脳血管疾患

日本人の死因（最新情報）

年間12万人
（9割以上が75歳以上）

90歳以上は2位



誤嚥性肺炎 （ごえんせいはいえん）

食べ物や汚れた唾液を気管に吸い込む

こと を誤嚥（ごえん）といいます。

嚥下反射・咳反射の低下した

お年寄りは，睡眠中に知らず

知らずに誤嚥を起こし，

唾液とともに口の中の細菌も

同時に誤嚥して肺炎を起こし

やすいといわれています。



2-7
口腔清潔ついて、あてはまる番号に一つだけ〇印をつけてください。

誤嚥性肺炎
の既往歴

経管栄養

片麻痺がある

口を開けない

口が乾燥
している



食べるために必要なもの

1. 歯
2.筋肉
① 唇
② 舌
③ 頬
④ 喉
3.唾液



食事に関わるリスク

誤嚥性肺炎窒息

脱水 低栄養



介護高齢者が抱えるリスクとは？

抗不

・嚥下障害がある
・口腔咽頭機能に影響を与えて
いる薬を飲んでいる
・脳血管障害の既往がある



2-3
えん下について、あてはまる番号に一つだけ〇印をつけてください。

2-4
食事摂取について、あてはまる番号に一つだけ〇印をつけてください。

食事時間
がかかる

痩せてきた 食事中・
食後に
ムセる

薬が飲み
にくい



三ノ輪口腔
ケアセンター



歯やお口の中に関する相談窓口



①栄養がとれているか

②食べられる「口」の環境を整っているか

③ お口の清潔は保たれているか

皆さんの気づきにゆだねられています

区民の健康を維持するには！！

ご静聴ありがとうございました。


